






























































とか、付辞（gore-to, podi-ka　の -to, -ka の類）、名句、名言、金言（krylatiye　slova）
などを慣用句として扱う言語学者もいる。
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　　　　　  手 　　目　　　頭　　　足　　　鼻 　　耳　　 口
頻度数　   152　   125　   117　   80　　  40　   35　   22 　　














































































はおしゃべりだ」というようなとき、"u nego dlinnyii yazik"（あいつの舌は長い）とい
う言い方をするし、日本語の「口がきけない」も、ロシア語では "yazika net"（舌がな
い）と言う。「口を用いる慣用句は、やはり「食」に関するものが多いようで、例え







































聞かせたくないときは、日本語には『壁に耳、石に口』、ロシア語にも"i u sten est ushi"
（壁にも耳あり）といって話が漏れることを戒める慣用句がある。
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